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図 1:細胞性粘菌のアメーバ形態細胞の飢餓状態における自発的運動。膜の形態を表す場(α)rv (c) 
と、重心運動の速度場 (d)rv (f)が表示されている。ただし (a)と(d)、(b)と(e)、(c)と(f)は同
じイメ←ジから得られている。ここは三つの特徴的運動パターンが示されているo (a)(d):直進運動
(b)(e): S字運動(c)(f):仮足運動
? ?っ? 。
